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19世紀後半アイルランドにおける

土地所有関係とイギリス地主制度

一一19世紀後半アイノレランドの土地問題担)一一

本多 三 郎

19世紀後半，就中， 1870年代末から '80牛代初めにかけて，大プリテンのか

たはらに位置するアイノレラソドにおいて，イギリスからの独立をめざす課題と

結合した土地闘争が空前の規模で展開した。土地同盟 LandLeagueに指導さ

れて，土地戦争 LandWarとまで呼ばれたこのたたかいは，あの「輝ける民

主主義」と高い「生産力」を誇る大英帝国の支配機構の中枢を震櫨きせ. r世

界の工場」として世界市場に君臨するイギリスの「繁栄」の裏側にあって，貧

困と無権利にあえぐアイノレランドの存在を暴露したのであった。

土地戦争における土地問題をめぐる対立の基本線は，グラッド λ トヮン土地

法に集約された地主的大土地所有の維持をめざすイギリ 1 政府の政策路線と，

搾出地代の引下げから，地主的土地所有そりものの破砕の要求へと前進した土

地同盟の闘争との聞に引かれていて，さらに後者の内部に，大土地所有制破砕

を志向する土地革命路線と，大土地所有の存続を前提しつつ主として借地条件

の改良に諜題を限定する路線とが，副次的な対立を構成していたのであった。

イギリ λ 政府の対比、策が，同盟内の改良路線に傾斜する部分を闘争から切り離

す方向で打ちだ主れてくるなか le， 土地草命は流産の過程をたどったのであ

る"。

きて，前稿で確認した，この土地問題をめぐる対立の基本線は，客観的基礎

1) 拙稿 119世紀後半アイルランドの土地闘争と土地立法」京都大学経済学会「経昨論叢』第112
巻第1号参照.
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過程に内在するどのような矛盾を反映していたのであろうか。この点の解明に

すすむ最初の作業として，まず本稿では，土地戦争がたたかわれ工いる客観的

背景・枠組と L-con9世紀後半とりわけ1810-80年代のアイノレランドにおける

地主的巨大土地所有と，その対極をなす農民の零細土地保有=借地の状況を分

析することにしたい。資本主義的大借地農場経営を主な基礎としたイギリスの

近代的大土地所有制が，同時に，ほかならぬ広汎な小農民経営を基礎とするア

イノレヲ Y ドの大土地所有制でもあるという事実，アイノレラ γ ドの大土地所有制

が19世紀イギリス土地寡頭市Iに占める比重を.できるだけ明確な量的規定性を

もって確認すること，この点に分析の一つの重点がおかれている九

1 巨大土地所有を中心とするアイルランドの

土地所有の状況とイギリス地主制度

1 資料と分析の主な対象

地主の担lの土地所有にかんする分析のための主な資料は， Jペイトマ Y

J ohn Batemanの『大プリテンおよびアイノレラ γ ドの大土地所有者名簿 The

Great Landowners o[ Great Britain and lreland， 4th edn.， 1883， repr. edn 

1970.1 (以下， J，ベイトマγの『名簿~，もし〈は単に『名簿』と略す〕である。 J サ

ヴイノレ JohnSavilleによると， この『名簿』は w土地所有者にかんする報

告 TheReturn of 0，ιners of Land， 1874-1876.1のデータを基に，ベイ卜

r/が，自らの調査結果をつけ加えて，整理し作成したものである。 w土地所

有者にかんする報告』は，上院が， i1860年代末から70年代初めJにかけて，

激しくイギリスを揺り動がした「土地独占反対の運動を鈍らせるこ色を目的」吟

として， 政府に調査・作成させたものであるが， 結果の公表は， かえって，

+地独占反対運動の火に油を注ぐことになると懸念されたのか，ベイトマンの

2) 本稿は，土地制度史学会1973年度秋季学術大会(於九州大学〕における筆者の同名の報告の基
になったものである.

3) John Savj}}e's Bibliographical Note to J. Bateman. The Great Landmvners 0/ Great 
Britain and Ireland. 4th吋n.，1883， repr吋n.1970. 
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『名簿』が発行された後も，長く秘匿されたといわれている九

『名簿』は， A群ー土地所有面積 3，000エ カ 以上で，かつ土地からの

年収入 3，000ポンド以上白地主にかんする詳細な名簿と B群 ー収入2，000ポ

ンド以上で， 土地所有面積 2，OOO~3，0日Oιーカーの地主， または， 所有面積

2，0日Oエ カ 以上で， 収入 2，OOO~3，000 ポンドの地主の簡単な名簿から成っ

ているの。

A群では， 2，518項があげられていて， それぞれには，県 countyごとの所

有面積と土地からの年収入額，およびそれらの合計，貴族であるばあいにはそ

の爵位，住所(ただし地主の居住地名，所領所在地名，和耕宝払抽名等いろいろの

ばあいがあるl， 出身学校，所属政党，クラブ，過去においてか，または現に所

属 Lている軍隊とそこでの地位，政府・主室関係の役職，生まれた年，財産を

相続した年，結婚した年等々が記入きれている。

B群には， 1，292項があげられていて， ここでは，複数県にまたがって土地

を所有しているばあい，その合計数字しか記されておらず，またA群にみられ

る種々の事項は一切記載されていなL、。

以上のことからわかるように，ベイトマンの「名簿』は，土地所有面積2，000

エーカー以上， 土地からの年収入 2，000ポンド以上の極めて巨大な土地所有を

誇る地主にかんする，たんに，土地所有だけでな<.かれらの社会的・政治的

諸関係についての詳細な資料百ある。したがって，この資料は，属人調査にも

とづくものであるということともあわさって，土地所有全併の状況を教えてく

れはLないが，巨大なよ地所有を誇る地主の姿を鮮かに示していて，イギリス

4) )サヴイルは，当時のイギリス政府がこの報告の公表を渋ったことを批判して， I報告は，そ
のデ タが当時の人々によって再加工された後になって，やっと編集されて公表されたのであ
りム政府のやり方は， I設に立たないことはなはだししぽかぽかしいこと ζの」二ないJと述べ
ている。 ibid

5) ζの『名揮』には. Shirley， Nob/e and (jentle Man of Engl剖 ，dも利用されていて， へ
ンリ七世以来男系がとだえることなしイ γグランドに土地を所有してきた家族の長，または，
後順位の分京町長が示されている。途中，イギリス革命の騒擾をもくぐりぬけ， 16世紀の初頭か
ら19世紀佳半に至る長期間にわたって，イングラソドに土地を所有してきた家族が相当数存在し
ていることは興味深い(筆者が『名簿』より教えたとよろ， 357人がこのような地主であると示
されている)。
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支配機構の中枢に独自の決定的な地位を占めるイギリ y、土地寡頭制の実態把揮

にせまる，重要な基礎的事実を提供してくれるのである。

なお，資料取扱いのうえで若干の点を前もってことわっておかねばならない。

まず，記載されている土地所有者の数についてである c A群に 2，518項. B~干

に 1.292項があげられている。 しかし，一つの項目としてまとめられてはいる

が，事実は，土地の一部が，例えば，妻.母.長子等に所有されているという

例があることが，ベイトマンの補足説明からわかる。それらを考慮すると，土

地所有者の数は，上記の項数より多くなる。だが，そうした例の多くは，分割

されるべき土地所有面積，収入額がともに明確に示されて帽おらず，はっきりわ

かるものだけを取り出しても，全体としては必らずしも正確を期した乙とには

ならないため，以下の分析では，全て一項を一人の土地所有者として扱ったの。

次に，土地所有面積，収入額についてであるが，県ごとの数字が合計された

もののほかに，鉱山，石切場等の所有について補足説明で記されている例があ

る。また，県ごとの数字の合計のなかには，鉱山等のものが含まれていると説

明されている例もある。問題となるのは，合算されていない鉱山，石切場であ

るが，その面積，収入額が記入されてし、ないもりが多く，さらに，それらがア

イノレラ Y ドにある鉱山なのか，大プリテンにおけるものなのか，一切記されて

いないため，以下の分析ではそれらは全て除外して計算した。したがって，以

下にあげる数字は，実際の規模よりやや過少のものである。

2 巨大士地所有者の分析

ベイトマンの『名簿』に挙げられた巨大土地所有者を次の三つのグノレープに

分類する〔第1表〕。

第ーは，アイノレランドにのみ土地を所有する者，第二は，アイノレラ γ ドと大

プリテン両方に土地を所有する者(なお，以下，両方に土地を所有する者と略して述

6) ベイトマンは，首都戸〆ドン，マ Y島，ナャ不ル諸島とc.w ホツイト U土地を除いて.A

群に2，500人. B群に1，3加入を数えているが，かれがどのようにしてその数字をだしたのかわか
らr.また，筆者が「名静』の人数を教えても，へつトマンのあげた数子とは一致せず，本品t

は，ベイトマンの数字は使えなかった。
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第 1表連合王国(U.K.)の巨犬土地所有者

1 |山ランドにのみ
土地を所有する者

437177人f794人̂  

2 ト山フンド有大すブリ A 
テン両方に所 る者 B 20 

(A ・ 638)

| 土大地プリア γに叫者 A 3 
を所有する B 955 I~' 

(A ......2.041) 

計 ゴ可 i:22!3削

注) A群 土地所有面積3000ェカ以上，かっ土地からの年収入3000ポンド以上。
B群 収入2000ポンド以上で，所有面積2000"-'3000エーカーまたは，所有面積2000工 カ

一以上o1. 収入2開0"'3000ポンド。
l士所) J.ベイトマンの『名簿』より作成。

べることもある)， 第三は，大プリテ Y にのみ土地を所有する者，己の三つのF

ノレ プ分けである。このうち，アイノレランドに土地を所有する者，すなわち第

一グループと第二グループとを合わせた者は， A， B両群合わせて 975人にな

る。まず最初に ζ のアイノレヲ γ ドに土地を所有する巨大土地所有者，とりわけ

A群 635人の分析から始めよう。

(イ〉 アイノレラ Y ドにおける巨大土地所有者

とこでは，アイルランドそのものの状況をつかむために，両方に土地を所有

する者.すなわち第二グループのA群 161人の所有地のうち，大プリテ Yに所

有する土地は当然のことながら除外する。第 2表に見られるように， 975人の

第 2表 アイルランドにおける巨大土地所有者の土地所有面積

群 数 土地所有面積 % l人平均所有面積

A 638人 14.752エーカー

B 337人 1，576.566注〕 4.678 

975人 10，988.495 

アイルランド総土地面積| 20，819，947 

注) B群のうち，アイノレランド，大プリテ γ両方に土地を所有する20人については，連合主国士
体で52，お6エーカーの土地を所宥する，ということ Lかわからない。その泌がアイルランド
に所有する土地として計算したu

出所) J ベイトマンの『名簿』より f~成。
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巨大土地所有者が約 1，099万エーカー， 実にアイルランドの総土地面積の53%

という尾大な土地を独占していることがわかる。 A群のわずか 638人に7イノレ

ラγ ド全体の45%もの土地が集中しているのである。アイノレランドは極めて顕

著な大土地所有制の国であるといえる。 A群 638人の一人当り平均所有地面積

は14，7招エーカーであって，当時アイノレランドの農場の70数%が30エーカ一以

下の規模であったη乙とと対比すれば，巨大地主の所有規模がいかに大きなもの

であったかが諒解さ叫ょう。

ζれら巨大土地所有者が，

アイルランドに所有する土

地から獲得している富の程

度は，第 3表に示きれてい

る。 A，B両群を合わせた

975人は， 一年間に約 603

万ポンドを， A群の 638人

だけでも約 503万ポγ ドを

第3表 巨大上地所有者のアイルラ γ ドに

所有する土地からの年収入額

群 |巨大土地所有者全体 I1人平均収入額

A 5，227，264ポゾ"I 8，288ポッド

B 802，595注 2，382

A+B I 叩 29，859

注) B辞のうち，向方に土地を所有する20人については，
連合王国全体にわたって所有する土地から， 51，975ポ
ンドを単得している，ということしかわからない.こ
りうち20.00U;fぞ γ ドをアイノレヲ γドの土地からの収入
として計算した。

出所) Jベイ lマンの『名簿』より作成@

取得している。 A群の地主の一人当り平均アイノレラ Y ド収益は，年に約 8，300

ポγ ド弱であって，当時，もっぱら農業からの収入で「まあまあの」生活をし

ていたアイノレランド農民の生計費が約41ポY ドと推定されているのことと対比

して，巨大地主がアイルランドの土地から獲得している富が，いかに莫大なも

のであったかは，まさに想像を絶するものがあるといえよう。

以上，巨大土地所有者総体の土地所有状況を確認したが，次に，土地からの

収入額加U9) の階層l五分によって，この巨大土地所有者集団の構成を分析し，そ

7) 且 Martens，Die Agra1γザ白剤師削 lrland，1915， S~ミ.~fì" 3R， M. J-Ronn， M.οd.Rrn. Trela.nd 

and Her Agra月四日。blem.translated from the German by T. W. Rolleston， 1906， 
pp. "-4， 46， マノレグス『資本論」第 1部，長谷部訳，青木書直版.1089頁より推定すると，四70
年当時，アイルランドの農場のおよそ73%が30ェ カ 以下のも白であった。

8) H. Martens， ebenda， S 同7
9) 第4表およびこれ以障の階層区分目指標としての収入額は，アイルランド白土地からり収入だ
けでなし大プリテンに所有する土地からのJ収入をも加えたものである。
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第 4表 アイルランドの巨大土地所有者 (A群〉の土地からり収入額!bl]

階層区分と土地所有

同別階層区司平瓦司百語1 t1夫町議長E
持ぞ'./1"

10万I以上
n 5万ι 上~10万未満

m 2万以上~5万未満 6.7 

IV 1万以上~2万未満 130! 20.4 

V 6千以上~1 万未満 148 

VI 3T以上~ 6T木満 304 47.6[71% 

計|醐 10ω

アイルラソド総土地面積

17795ヱ，2406 カ~) 9 ラ6

ポ Y ド%

41日198，34935311 4101 

1，6453，町01543J1 1(お) 911，953 17.5 

2，852，854 30 1，518，681 29.1 

2，353，63425 45 
1，015，251 19.4)43 

1，250，551 23.9 

lM凶 2910聞記)15，227，2641帥 0

12附蜘

住〉 陪周区分の基準としての収}額は 大プリテンに所有する土地からの収入を合めずこ額である内
なお，以下の骨折における階層区分の指標としての収入額は全て本表と同じようにして出L

たものである“
出所) Jベイトマソの『名簿』より作成。

の頂点に立つ巨大地主の隔絶した地位を明らかにしよう。

第4表は，階層別の人数，所有面積， )収入額と，それぞれの構成比を示した

ものである。巨大土地所有者 (A群)638人のうちでもわずかにその2，1%に当る

13人の，収入額5万ポンド以上の最上層の巨大地主が， 638人全体の所有する

士地の 9.1%，収入額の 10.1%を集中している。他方， 収入額 1万ポ γ ド未満

のV，VI層は，人数比率において約71%も占めているが，所有面積比率では約

45%，収入額比率では43%を占めているにすぎない。収入が l万ポYドを越え

る 1からWの層までのわずか 186人は，アイノレラ y 1の全土地の実に25%を，

すなわち 4分の lを独占している。このように，巨大土地所有者の集団そのも

りが，その伎と層に隔絶した地位を誇る少数の巨大地主を]頁いた極めてヒ L ラ

ノレヒッシュな構成をとっていて，アイノレヲ Y ドの ι地と農民の上に圧倒的な支

配をふるっているのである。

ところで，これら巨大土地所有者のうちには，イギ日スの上院に席を占め，

19世紀中葉においてなお，ブルジョア的イギりスの政治支配機構仁独自の地位
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第5表収入額階層別貴族数と貴族り土地所有

旦旦~宅地説会I百五五数| 土地所有面積 |土地からの年収入

3人(10日多)6 3人(1口口%〉
エーカ} ポンド

I 179，200 119，395 

E 10 (100) 9 (90) 614，409 334，244 

E 43 (1町1) 34 (79) 1，127，437 744，883 

N 130 (100) 69 (53) 1，658，403 839，226 

V 148 (10日〕 29 (20) 341，407 204，606 

VI 304 (10ヲ) 20 (7) 138，798 83，047 

E十 山部)I 仰 9，654 43%倒的L2干 401 竺

638人全体の土地所有 9，411，929 1∞ 5，227，264 1叩

アイノレラ γ ドの総土地面積 20，819，947 (1田〉

出所) Jベイトマンの『名簿』より作成L

を保っている貴族層に属するものが多数存在しでいて，彼らが，アイノレヲンド

に尼大な士地を所有しているのである。第 5表に示きれているように， 164人

が貴族とされているが，彼らは， A群 638人のうち26%もの多数を占めている。

さらに，彼らは，土地からの収入額においては，その比重を一層高め.44%強

を占めている。わずか 164人のこの貴族が，アイノレラ Y ドの 5分の lの土地を

独占しているのである。 10万ポンド以上，すなわち第Iのクラ λの地主は全て

貴族であり，第Eのクラ λの地主も一人を除いて全て貴族である。総じて，上

層のクラ 3えになるほど，その多数が貴族であるという ζ とができる。

さらに，第6表は，爵位順と土地所有規模11慣にみた巨大地主の人数分布であ

って，ここから，より大きな土地を集積している者ほど，貴族の爵位もより高

くなるという，みごとな序列が形成されていることがわかる。アイルランドの

土地の 2分の 1を狙占する巨大土地所有者のうちに多数定数え，その頂点に立

つのは，ほかでもない庖大な土地所告を誇る貴族であり，しかも，上級の爵位

の貴族だったのである。

ところで，これまでの分析では，アイルヲンドと大プリテンの両方に土地を

所有するA群の 161人が，大プりテンに所有する土地を除外して雪た。こ ζか
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第6表階層別，爵位別の貴族数

台ぞ Duke M(a侯rq〕uis』1 芭町 IV~国οunt Baron! 日 iI ~t (壬と〕 (j向) I (子〕 ぐ男) I (ロード〕

1 人
人

1 人
人 人 人 3 人

E 1 

E 2 4 1 1 1 9 

阻 1 5 20 3 5 34 

N 4 30 9 26 69 

V 8 6 15 29 

VI 8 2 1 9 20 

計 4 41 6可ゴ寸 と上 164

注) Lordは，貴族全体をさすか，または Baronの貴族自称号とされている(巾在米法辞典』有
斐閣入ここではロードのままにLておし

出所) Jベイトマンの r名簿』より作成ら

らは，アイノレヲ Y ドそのものにおける巨大斗土地所有の状況，アイノレラ Y ド農民

といわば直接対崎する巨大土地所有の状況はわかった。しかし 7イノレラ '/r

農民と対峠する巨大地主の実際の真のカは，これらの地主の所有する大ブリテ

ンの土地をも含めなければ正当に測ることができない。そこで，次に，大プリ

テンに所有する土地を含めたアイノレラ y ドの巨大土地所有者 638人 (A群〕の分

析を，両方に土地を所有する 161人を中心に行う ζ とにしよう。

〈ロ〕 大プリテ γに所有する土地を含めたアイノレラ Y ド巨大地主の分析

第 7表は両方に土地を所有する地主の階層別人数とその土地所有を示Lてい

る。彼らは総数で 161人に達し， アイノレランド巨大土地所有者 (A群)638人の

25%， 4人に 1人が，大プリテ Yにおいても広大な土地を所有している。最上

層のI， IIのクラスは，一人を除吉全て両方に土地を所有する地主である。こ

れらのアイルラ y ド巨大地主 161人は，同時に大プりテンにおい亡も，一人当

り平均 1万ポンド近〈の多額の収入を獲得する巨大地主であって，とりわけ 3

最上層り 1，IIのクラ 7、の地主は，大プリテンにそれぞれ一人当り平均 6.2万

1 ーカー. 2.4万 z ーカーという極めて広大な所領を有する大土地所有者なの

である。いや，次のように言う方が的を射るであろう。大プリテンにおいて大
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第7表 階層別にみるアイノレラ γ ドと大プリテンの両方に土地を所有する

巨大地主の土地所有

アイル
方有者うすにち両所る

土地所有面積〔エーヵ 〕 土地からり年収入額〔ポン n
階層 総のラ地ン主数ド fん l大プリテ| 山ラ|認リテ|γ ドの士ンの土地 計l ンドから ら 百十

引也

I 
3 人 3 人 179，200 185，438 364，638 119，395 300，274 419，669 

E 10 9 602，367 218，937 821，304 352，556 317，584 670，140 

m 43 29 822，430 383，164 1，205，594 485，957 l' 417，712 903，669 

N 130 49 684，822 271，430 956，252 396，7口8 319，780 716，488 

V 148 36 465，103 93，902 5忌9，005 157，452 131，409 288，861 

VI 304 35 232，676 50，382 283，058 99，549 55，842 155，391 

計 |い阿(Ji誌判)i|!2器乱;5払;L引中)1ド|ド2蜘周叫l
'…|卜

4川叩日悶9田叶 1，6旧』訓1川別仰13臼

出所) ]ぺイトマンの『名簿』より作成@

第8表 アイルランドと大プりテγ両方に土地を所有する階層別貴族数

アイノレアンドに
土両方地にを所有する巨大地主

階 関
土地を所有する巨大地主

巨大地 主 数 | うち貴族数 巨大地主数| うち貴族数

I 
3 人 3 人 3 人 3 人

E 10 9 9 8 

E 43 34 29 22 

N 130 69 49 26 

V 148 29 36 10 

、直 304 20 35 5 

計 638 164 161 74 

出所) ]. ~イトマ γの『名簿』より作成。

土地所有を誇る巨大地主 161人が，アイノレランド地主制度の頂点に君臨してい

て，アイノレラ γ ドの土地に圧倒的な支配をふるっているのであると。

この両方に土地を所有する地主の多数が貴族層に属している(第8表)。半数

近〈の74人が貴族てあってI， IIの最上!曹は一人を除き全て貴族 Cある。

こうして次のような序列をもった構成をとる，アイノレヲンド巨大土地所有者
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第9表 7イノレランドの巨大土地所有者 (A群〕の分類別 1人当り

平均土地所有規模(大プりテンに所有する土地を含む〉

分 類 |地主数! 土地所有面積 l土地からの年収入

全 体

出所) Jベイトマγの『名簿』より作成。

一一35，901 CD I 

24，621 0 I 

17，623 量

10.875 ④|  

16，638 

ポッド

30，321 ① 

13.886 ① 

10，465 @ 

6.113 ④ 

10，611 

の姿が浮かび上がって〈る(第9表〕。まず頂点に立って絶大な土地所有を誇っ

ているのは，アイルヲ Y ド，大プリテ Y双方にまたがっておよそ 36，000.=ーカ

ーという極めて広大な所領を有する74人の大土地貴族，次いで，アイノレランド

にだけではあるが，およそ 25，000エーカーという巨犬な土地を所有する90人の

貴族，さらに，両方に土地を所有する87人の非貴族の地主，そして，巨六土地

所有者の底辺にあって 7イルヲ Y ドにのみ土地を所有するお7人からなる多

数の巨大地主，こうした序列をもっ構造である。 ζこに，いわば本拠である大

ブリテ Yに 120万エーカーの土地を所有する多数の貴族からなる 161人の巨大

地主が，アイノレヲ Y ド巨大土地所有者の中核を形成していて，大プリテンとア

イノレラ Y ド双方に広大な土地を所有する大土地貴族を頂点とした 638人の巨大

地主が，アイノレラ y ドの土地の 2分の lを独占し，そこから年500万ポ γ ド以

上の莫大な富を取得して，アイノレラ γ ド農民の頭上にそびえ立っている姿が把

握できるのである。

きて，以上分析してきたアイルヲンドの巨大土地所有者は，連合王国全体の

巨大土地所有者白中で，いいかえるならば，イギリス地主制度との関連におい

て，どのような位置を占めているのであろうか。次に，こり点の検討に進むよ

とにしよう。
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(ハ〉 連合王国 (U.K.)全体の巨大土地所有者とアイノレラ Y ドに土地を所有

する巨大土地所有者

まず，大ブリテンにおける巨大土地所有(A群)の全体的状況を確認してお乙

う〔第10表〕。わずか 2，000人余りの少数の地主が大プリテンの総土地面積の半

分以上を独占していて， そこから年およそ 2，600万ポンドの巨額にのぼる収入

を得亡いる。イギリスは大土地所有制度の属であると言われているが，その規

模の大きさはまことに驚嘆すべきものがある o J.サヴ 4ノレが述べているように，

第四表 大プリテ γにおける巨犬土地所有者(A群〉の土地け所有の状況

大プリテンにりみ土地t所令

大プりテン，アイノレランド両方に
土地を所有

言「

大プリテンり総土地面積

F~ 土地所有面積 l主やカ益ちのヂ竺入
;;]<:/ ¥l' 

24，037，449 

1，542，601 1，203，253 
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注〕 両方に土地を所有する 161人のアイルヲ γγの土地は当然のことながら陣外している。
出所) Jベイ卜マ γの『名簿』より作成。

イギリスの土地独占の程度は， r急進的改革論者が示唆していたよりもはるか

に大き<Jベ ベイトマ Yの『名簿』の基礎となった調査結果が， イギりス政

府によってながく秘匿された理由も自らうかがわれるというものである。

これらの2，041人の巨大地主の中には， 392人が貴族と記されてい畠が，第11 '.' 

第11表大プリテンにおける貴族 (A群)の土地所有と巨大土地所有者(A群〉

の中での位置

| 人数

l 人%
貴族 392 (19) 

巨大地主全体 勾 41 (100) 

大プりテンの総土地面積

出所) Jベイトマンの『名樟」より作成L

10) J. Saville， ot. ciι 

土 地 所 有 面 積 |土地からの年収入

エカ % % I ボ γ {l' % 
11，999，785 (42) (21) I 10，5九 550 (41) 

見副知7(四)(田) I町棚田〈附

(100) 
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表に示されるように，巨大地主の中で，わずかその19%にすぎない貴族は，お

よそ 1，初日万エーカーの土地を所有していて，そこから年 1，057万ポンド以上の

収入を得ている。それは，巨大地主全体の所有地面積の42%強，大ブリテン総

土地商積の 5分の l強にもあたるものである。こうして，イギリス政治機構に

決定的な地位を保っている貴族は，その力の基礎を， ζ こに見た圧倒的危土地

独占に有し亡いることがうかがわれる白である。

以上の分析を総括「ると，連合主国全体の巨大土地所有の状況が確認される

(第12表)0 2，518人の巨大土地所有者の一翼が， アイノレヲ γ ドの 2分の 1の上

第12表連合王国 (U.K.)全体白巨大土地所有者の土地所有白状況

|人数| 土地所有面積 土地からの年収入

エカ 99〕6 ポソド

巨大土地所有者全体 37，892，986 (4 30，8日7，314

つう一 ち 貴 族 482 16，059，389 (21) 12，896，951 

U.K全体の総土地面積 (10日〕

出所) Jベイトマンの『名簿』より作成。

地を，その主翼が，大プリテ Y の2分の lの土地を独占し，それらすべての土

地から 3，080万ポンド強の莫大な富を年々取得している。 しかも，これら巨大

地主の中核にすわっている 482人というわずか一握りの貴族が，連合王国全体

の21%，すなわち 5分の 1強もの土地を独占しているのである。

さてここに見た連合王国全体の巨大土地所有者の中で，アイノレラ γ ドに土地

を所有する 638人の巨大地主が占める位置は，まず第13表にうかがう ζ とがで

きる。連合王国全体の巨大土地所有者 (A)のうち， どの階層においても，最

低で17%. 最高 (32%という相当数の者が，そして全体をおしなべて25%すな

わち 4人に 1人が， アイバ〆ラ /'1に広大な所領をもっ地主 (B)である。ここ

に，アイルランド巨大土地所有者。，イギリス土地寡頭制に占める量的比重の

大きさが端的に示されている。また，連合王国の土地所有者りまさに最上層に

君臨する68人(1， II O:>年収 5 万ポンド以上)の中 I~ ，アイルラ Y ドに土地を所有
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する地主が13人も存在

している事実も注目さ

れるところである。

この点は，貴族だけ

をとりだしてみると，

より一層鮮かに確認す

ること古2できる〔第14

表〉。すなわち， イギ

リエ大土地貴族 482人

の中の34%， 3人に 1

人が，アイルランドに

広大な所領を有する地

主であるυ こうして，

資本主義的イギりスの

近代的大土地所有制はs

それを構成する巨大地

主の相当数の者が同時

にアイルランドの大土

地所有者でもあるとい

う事実から，後に見る

ように広汎な小農制が

第13表 U，K全体白巨大土地所有者の中で，アイノレ

ランドに土地を所有する者の割合

A B 
階層 1U.Kの巨大 |うちアイルランド ::1BI A x 100 

| 地主 !土地を所有する者|

I 
21 06 

耳 19 

E 253 43 17 

N 532 130 24 

V 713 148 21 

VI 952 304 32 

E上」竺 638 25 

出所) Jベイトマンの『名簿』より作成。

第14表 U.K全体り貴族白うち，アイルランドに

土地を所有する者の割合

階層 |l l YU T W Aa  mり串月此昨 I土う地ちアをイ有すルbヲる貴ン族ドに b/a xl00 

12 人
人 25 96 

I 3 

E 47 9 19 

E 156 34 22 

N 153 69 45 

v 77 29 38 

VI 37 20 54 

482 164 34 

出所) J.ベイトマγの『名簿』より作成.

支配的なアイノレランドに，量的にみて極めて大きな片足を置くことによって存

立していることが確認できる。

さらに，注目されることは，アイルラ Y ド巨大地主の中核を形成し，大プリ

テY とアイノレランド以万にまたがって巨大な土地を所有する地主が，連合王国

全体の巨大土地所有者の中にあって，最大白土地所有規模を誇っていることで

ある。第15表は，三つのグループ別の，人数構成比率，所有面積比率，収入額
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第15表 ;7，レ プ分類別巨大土地所有者(A詳〕の構成比率と

両方に土地主所有する者の位置

グループ分類 i人数比!所有面積比|収入額比

アイルラソド，大プリアジ周点に土地乞
所有する者

大プリテンに0み土地を所有する者

アイルラ γ ドに白み土地を所有する者

U. K 全体の巨大土地所有者

出所) Jペイトマン申『名簿』より作成L

似 111f|1of  

100.0 100.0 

78.0 

11.7 

100.0 

比率を示したものである。アイノレランドと大プりテ Yの両方に土地を所有する

161人は，連合王国全体の巨大地主の中で，人数構成に占める割合 (6.4%)に

くらべて，土地所有において，すなわち，所有面積比で 11.1%，収入額比率で

10.3%というように， いっそう高い比重を占めていることがわかる。乙の点を，

土地所有の実際の規模の比較によってみたものが第四表である。巨大土地所有

者全体において，両方に土地を所有する巨大地主は，平均すると， 26，024エー

カーという広大な土地を所有し，そ ζから年に 2万ポ :/F近くもの収入を得て

いて，三つのグループの中で最大の土地所有者グループであることがわかる。

ιD点は，収入2万ポYド以上の上層の地主に限っても.また貴族だけをとり

だして比較しても，確認できると乙ろである。

以上分析してきた ζ とは，第 1図が示す姿に，具体的な量的重みをもって表

第16表 巨大土地所有者自グループ別土地所有規模の比較

く1人当り平均土地所有〉

収上入2万主ポンド以 貴族において
グルーフ分類

全益に 田地において

所有面司収入額 所有面倒収入額 所有両可取入額

エーカー ボ γ ド エヵ が γ ド ヱヵ ポソ y
両方に土地を所有す品者 26，024 19，591 fi8，::I::IO 4R，6?2 35，901 30，321 

大有ブリテγにりみ土地を所
する者 14，5口9 12，786 48，001 41，546 35，043 29，570 

アイルランドにのみ土地を 13，470 7，580 48，249 32，325 24，621 13，886 所有す品者

出所) J.ベイトマンの『名樟』より作成.
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現されている。第1図は 6つ

の階層に分けた人数構成を，実

際の量的比率を表わす形でつく

ったものであり，左側がアイノレ

ランドに土地を所有する者〔こ

こには，両万に土地を所有する者も

第1図 連合主因 (U.K.) cl)巨大土地所有者

(A群〕白人数からみた構造とアイノレ

ランドに土地を所有する地主の位置

(右側〉

話プリテ〆にのみ土地を
訂-)'':';1'量しk地主

合な)， 右側が大プリテンにの一一一一一

み土地を所有する者で，斜線を竺jJZL益五~õ/'r l 孟詩話器
入れた部分は貴族を示してい

る。貴族が頂点のほとんどを占

め，全休の中核となっていて，

その貴族の相当部分がアイノレラ

ンドに土地を所有する者である

こと，また巨大地主全体をとっ

ても，大きな部分がアイノレラ y

ドの巨大土地所有者であること

I 
3 人 (3人1 11 人 (9人〉

E 10 (9) 44 (38) 

E 43 (34) 210 (122) 

N 130 (69) 402 (84) 

V 148 (29) 565 (48) 

VI 304 (20) 648 (17) 

計 | 醐 〔目的 1，880 (318) 

注) ()向田数字阻貴族数

注〉 図の大き苫は人数の規模を表現しているー
斜椋部分は貴農園

出所) Jベイ 1マ γの『名簿』より作成a

が示されている。こうしたいわば象徴的なまでにヒエラノレヒッシュな姿をもっ

た巨大土地所有者集団が，連合王国全体の土地に圧倒的な支配をふるっている

のであって，ここにイギリス土地寡頭制の姿をうかがし、見ることができょう。

くニ〉 不在地主制度

イギリスによって，その第一番目の植民地〔エンゲルスJとして支配され亡き

た隆史のなかで，アイノレラ'/1'地主制度が刻みζ まれてきた特徴的性格，不在

地主制度について触れておかねばならない。というのも，この点は，アイノレラ

γ ドの土地問題がまさにイギリ式地主制度そのものに深くかかわる重大な問題

であるということり，今一つの大きな根拠であったと考えられるからである。

マノレテンスによると 11870年代のアイルヲ Yドにおいて，大土地所有者の

圧倒的部分が不在地主で」叫あって，彼らのうも 1，443人は 7イノレランドにほ
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第17表 187日年頃のアイルランド白土地所有者全体と不在地主

|人数

不在地主
アイノレランドに住まないか，時折りしか住まない者 1，443人

アイルランドには住むが，所領所在地には住まない者 6，533 

自分の所領に住む者〔在地地主 5，589

叩Oエーカー以下町土地所有者 | 日82

総 数 19，547 

出所) Parliamentary Paper， Vol 47， 1872， quoted in H. Martens， Die Agァa庁ザケ町、menm 
五'rlandS. 24. 

とんど住まない地主であった〔第17表)0 1900年当時に関するものではあるが，

M. J.ポンは，アイルランドの土地所有者は三つのグノレ プに大別されるとし

て，第一に，ィ γグラ γ ドの所領に住んでいて，アイノレランドに所有する土地

からはただ収入を受けとるだけの極めて富裕な大土地所有者，第二に，アイノレ

ランドに住んでいる大土地所有者，第三に，小土地所有者を挙げているベマ

ノレテンλ とボンの叙述から推察して，アイルランドではなくて，大フリテンに

居所をかまえている富裕な不在地主には，ほかでもないこれまで分析してきた

巨大土地所有者の相当部分が該当するのではないかと考えられる。この点をほ

ほ確証するものとして，ベイトマンの『名簿』が提供する一つの事実を検討す

るιとにしよう。

ベイト，，/の『名簿』には，地主り「住所」が記入されていて，ょの点の解

明に好都合な材料が与えられている。しかし，残念なことに，記載された「住

所」は，ベイトマ γ によると，地主の居住地名，所領所在地名，地主が租税を

支払った地名等々という種々さまざまなものであって，その「住所」が地主の

屑件摘であると確定することがで雪ない。だが，記されている「住所」が大ブ

リテンの地名であるばあいには，おおむね，その地主が大プりテンに住んでい

11) H. Maロε~ns，仏 a. 0.， S. 24 
12) 込1.J. Bonn， ot. cit" pp. 60-61 
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第18表英本国在住アイルラ Yド巨大土地所有者の割合

F首 層|巨大地 主 全 体 貴 族 両方に土地を所有する者

I 100 % 100 % 100 ヲ6

E 70 67 78 

E 37 32 55 

N 25 25 65 

v 14 14 53 

VI 8 30 51 

全 体円罰 16 「吾菊 29 ロ璽三1
出所) Jベイトマγの『名簿』より作成

ると断定しても，それほど大きな間違いを犯すことにはならないと考えられる。

そこで，大プリテンの地名が「住所」に掲げられているアイルランド巨犬地主

だけをとりだして作成したものが第18表である。

第四表は，ア千ノレラ Y ドの巨大土地所有者総数のうちで，また貴族ならびに

両方に土地を所有する者のそれぞれのうちで，しかも階層別にみて，大プリテ

ンの地名が記されている者がどれ程の割合で存在するかを示している。ここか

ら少くとも次のことは確認できょう。第一に，両方に土地を所有する地主の多

くが大プリテンに住んでいること。第二に，巨大土地所有者の中でも，上層の

者になるほど大プリテンに住む者が多くなり，総じて最上層の者のほとんどは

大プリテンに住んでいる地主であったということである。

こうして，アイルラント地主制度の最上層にそびえたち，巨大な土地所有を

誇っている地主の多数は，大ブリテ γ に所有する広大な所領に住み，アイノレラ

γ ドにも巨大な土地を所有する富裕な大土地貴族であるとほぼ断定する乙とが

できる。しかもよの土地貴族主頂点とした 63白人のアイノレランド巨大地主の相

当部分が，大プリテ Yに住んでいる不在地主であると推定きれるのである。

さて，これまでは，巨大土地所有者に限って地主の側の土地所有を分析Lて

きたが，最後に， 1870-8日年代のアイノレラ :/Fの士地所有者全体の状況を概観

し，そこに占める戸大地主の地伎を考察することにしよう。
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アイルランドの土地所有者全体の概況と巨大土地所有者3 

第 2図と 3図ならびに第19表は，ベイトマ Yの『名簿』と第17表から作成し

ζ こから1870-80年代のアイルランドの土地所有全体の輪郭たものであるが，

をほぼつかむことができる。

100エーカー以下の土地所有アイノレランドでは，第 2図に示されるように，

アイノレヲ γ ドの総土地面積のほと者を除いたわずか 13，565人り上地所有者に，

1870-80年代アイノレランドの土

地所有者の人数・土地所有構成

1， 2類(5%) 

第 3図

3類 (64%)

、
¥
 

、、
、、

、、
¥
 

、
で
¥

人数構成

1870-80年代アイルランドの
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注 0 第 3類の人数=全土地所有者〈マルテ γスよ~)-(巨大地主+1帥 y ーカ 以下(マルテン
ス))
第4類の面積は，全ての所有者が100ェ カ を所有しているとして計穿した。
第3類のそれは，この依定の上に，全土地所有者。所有面積から，第l 止 4の所有面積
を差し引hて出Lたものである.
したがって，第3類の所有面積は，実際に所有するものよりはるかに小さ〈なっている。
Jベイトマソの『名帯J]， H. Martens， a. a. 0.， S. 29.より作成L

全土地所有者

注 2)

出所〉
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んどすべて (97%)が集中されている。 1875年のアイルランド人口は約 530万人

と推定されているが町 人口中のたヮたの 0.2%に当たる人間に， アイノレラン

ドのほとんどすべての土地が独占されているのである。しかも，第 3図によれ

ば，この一握りの人間のうちのそれこそごく少数の巨大地主〔土地所有者全体の

わずか5%)が，アイルランドの全土地の 2分の l以上を独占している。

乙うして，以上の分析り結果，次の諸点が明らかになった。第 に，人口中

の 0.2%に当るほんのー握りの人間が， アイルラ Yドの全ての土地の97%を独

占するという事実に見られるように，アイノレヲ Y ドにおける土地独占の程度は

極めて高しその中で，土地貴族を中核とするわずかι3白人の戸大土地所有者

が圧倒的な地位を占めているこ土。

第一てに，その主翼が，大プリテ Y の半分以上の土地を独占している連合王国

全体の巨大土地所有者は，同時に，量的にみて極めて大きなその一翼をアイノレ

ラY ドにひろげ，アイノレランドの土地の 2分の l以上を独占していて，そこか

ら年 5~6 百万ポ γ 下にのぼる巨額の富を獲得していること。

第三に，アイノレラ γ ドに土地を所有する巨大地主の上層部分は，その多〈が

大プリテ γ に住んでいて，アイノレランドと大プリテ Y の両方にまたがって尼大

な土地を所有する大土地貴族であること，しかも， ζの大土地貴族は，連合主

国全体の巨大地主の中にあって，最大規模の土地所有を誇っていること，等々

である。

それでは， ζの巨大地主の対極にあって岬吟するアイノレランド農民の，土地

所有関係からみた状態はどのようなものであったのか，次にこの点の検討に移

ることにしよう。

11 土地保有(借地〕態様からみたアイルランド農民の状態

第2日表は，マノレテ Yスが，土地保有〈借1出〉態様別の農場数にかんする1870年

の統計数字として紹介したも白で，農民の土地所有からみた状態を概括的に示

13) Statistical Absf:ract fi出 the[乃'litpdK間 :gdnm1874ιo 1880. No. 36 
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第20表 187口年頃アイノレラ Y ドの保有(借地〉態様別農場数と農場規模

保有(借地〕態様 | 農場数と構成 |糊税評価額による長蜘額

任意土地保有または年借地 526，539 

生涯借地 53，475 

60年未満定期借地 51，935 

60年以上定期借地 9，400 

計 641，349 

アイルラ γ ドの全長場 682，237 

出所) H. Martens， ebend.匁， S. 30 より作成。

している。第4図は，乙の衰をグラ

フ化したものである。

第20表に示される全農場数には自

作農場が含まれていると考えられ

る。したがって今仮に，全農場数か

ら表示の 4分類の農場数の合計数を

引いたもののすべてを自作農場とみ

なすとしても，全体のわずか 6%，

約 4万であり，残りの 641，349農場

すなわち94%はすべて何らかの程度

77 % 15ポンド以下 81%強

8 " 約75%

8 dア 一約50%

1; 一約33%

94 l少 70数%

100 

第 4図 1870年頃アイノレヲンドの保有態

様別農場数比率

77% 

において，大土地所有の支配下にある農場である。 6%対94%というこの二つ

の数字の対比のうちに，アイルランド農民のおかれている状態がまず示されて

いる。 ζζ に示された農場数は，マノレテンλ も指摘しているように，あきらか

に実際の数より大きしこの点は，当時。農場数がおよそ 59万と推定されるこ

とからしても切らかである")。 しかし，それにもかかわらず，マノレテンλ によ

れば，これらの数字は，各分類相互間の比率をほぼ正しく反映じているものと

14) H. Martens， a. a. 0.， SS. 36， 38， M. J. Bonn，中 ctt.，即 44，46，マルクス『費本論4第
1部1089頁上り推定すると， 187欣年当時，アイルランドの農場総数は的59.3万となる。
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みなすことができ石のである。

さらにこの表から，借地農場 641，349のうちのおよそ70数%が， 救貧税評価

額で農場価額15ポンド以下と査定されているものであって，アイノレラ γ ド農民

の圧倒的多数が零細な経営状態におかれていたことがわかる同。

では，これらの土地保有L借地)態様り性格はどのようなもの Cあった白か，

以下~ノレテンスとアリ マン T.W. Freeman叫り述べるところをまとめ

てみよう。

(叫数世代借地 lcascsfor lives ζの形態の借地は，地主からの影響を

ほとんど受けることがなく，自由土地保有 freeholdとみなされ，相続におい

て分割が許されたものである〔マルテ γ ス〕。

(ゆ 定期借地 leasesfor years (借地期限の多〈は31'"'-'61年〕 ・この形態は，

中間借地人 Zwischenpachternのばあいにおいて支配的で， 1851年以降次第

に消滅した〔マルテγ 7，)。中間借地人は，地主の代理人であって，他の三つの

階層(年借地人 annualtenants，コッティア cottiers，労働者 labou民間〕に土地を又

貸ししたといわれている〔フリーマン)。

フリーマンは，定期借地農 leaseholderとして 135刈白人を数えているが，

それは，この(o)(b)二つの形態の農場を保有する者をさすものと思われる。彼に

よると， 2， 3世代以上の借地期限の定期借地農は，主にプロテスタ Y トであ

って，豊かな保有地の持主であった。

(c) 年借地 yearly世 nancy.. これは， 期限終了の半年前に一片の通告で

解約を申し渡されえたものであって，地代を滞納Lているばあいには， 4~時間

15) 車場価額が何を指曹としたものなのか，マノレテンスによっては示きれていない。 M.Jポンに
よると， 190出手当時アイルヲソド全農場町およそ70%が，農業生産軍fHiポγ ド以下町農場であ。
たことがわかる(噌 cil.，p. 48)。マルテンスのいう農場価額も，おそらく農業生産額を示すも
のと考えられる。ただ，むしろここでは マルテソスは，農民P多〈が零細な農場を経営してい
たことを，借地態様とかかわらしめて述べているのであって，零細な経営においては，年借地，
任意土地楳有とし、ぅ帯地盤播は，もっとも劣悪な借地晶件を不可避的に強制したJという点とそ重
要なのである。なお， 1870年当時，アイルランド全農場の70数%が30エーカー以下の小規模なも
自であったことを香里足してお〈凶

16) H 恥1artens，仏 a.0.， SS. 29-30， T. W. Freeman. L問 landA general and， regional 
geograth少， 4thedn.. 1968， p. 177 
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前の通告で，この借地形態の農民はいとも簡単に追放mされたのである。

(d) 任意土地保有 tenanciesat will... ー一時的に委託される小地片， とり

わけ西部地方に多くみられるコネイカ conacreにおいて支配的な形態である

(マルテンス〕。 コネイカとは， せりで貸し出される一作期限の小作地のことで

あって，その借地期限は，作物栽培のばあいには11ヵ月，放牧地においては 7

カ月とLづ短期間のもので，この土地には法外な地代が課せられたのであった。

借地する者の多くは，通例，他人の土地の上で貧しし、小屋に住むコッティアで

あり，また農業労働者の中にも，この土地を借りる者が多数いたとされている。

年借地と任意土地保有というこの二つの形態の農場閣は，合わせて約53方あ

るが，これらの農場を保有する農民は，アイルヲンドの典型的な小借地農階級

を形成しており，その保有する農場のほとんどが，救貧税評価額にして15ポy

ド以下の零細なものであった。とれらの農民とそが，大土地所有者の対極にあ

って. 19世来日後半におけるアイルランド農民問題の核心を形成していたのであ

る(第2図と第4図を対照して見よ)。

以上総じて，土地所有から見たアイノレランド農民の状態は，まず第一に，全

農場の94%が借地農場であるという事実に示されるように，農民の庄倒的多数

が，何らかの程度において大土地所有の支配下にあったこと，第三に，救貧税

評価額15ポYド以下という数字に示される経営の零細性，第三に，年借地，任

意土地保有という保有〔借地〕形態に見られる極度に劣悪な借地条件等々に，概

してその法外な地代と零細な経営，および，いつでも追放の憂固に合う危険性

を伴った無権利，の点で特徴的であって只事実大多数の農民は，コネイヵを

17) 追放は，裁判所が吏付する出廷令状 writof summonsをもって県知事 sherrHが執行した
〔マノレテンス)0

18) 第四衰に見られるように，任意土地保有と年借地が区別されていないのは，おそらく三つの形
態が入り組んでいたばかりでなく，両者がその性梧上見分けがたいものとなっていたζ と申結果
であると恩われる.

19) 法的権利におけるアイルランド農民の無穣詳V止にかんして，若干色あいを異にする，アルスタ
Ulster地方と他の地方の「特別な領地J(ポン)のテナント・ライト tenantrightの慣習に触
れておかねばならない。この慣晋の存在するところでは，借地人はそ白立ち退きに当って，彼り
行った「残された改良 goodwi1lJ (椎名重明『近代的土地所有~ 1973年.289ヘ グ〕を権利と
レて売ることができた.この権剰を車交しているりは. r特別な領地」白農民であり，そり祖先
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借地しているいわば債務奴隷的農業労働者と見分けがたく混在していたのであ

る。

一方の極におけるこうした特徴をもっおよそ70万人町のアイノレラ y ド農民，

他方における，すでに見たアイルラ Y ド全土の 2分の 1以上， 1，099方エーカ

ーの土地を独占する土地貴族を中核とした 975人の巨大土地所有者だち，この

対極的な存在，これが. 1870-80年代のアイノレランドにおける土地所有関係の

姿であれ土地戦争が闘われている基本的背景なのである。

がアルスタに入植してきたスコットランド人，イングランド人である農民であって，この慣習は，

宗教的差別を伴った社会酌人種ぽ五基別白産澗てあったとし、えるe 堀越智 rァイルフ γ 〆')反

乱.!l1970年. 44-45へ-:/0 もっとも， こうした権利を享受しえたのは，当然のことながら地代

合主払う限りにおいてとあったりだが，よれらの農民 Cさえ，その多〈申書にと 9 ては，とりわ

け. 1870年代慎半に顕著にみられるような凶作時には，地代の不払こそ問題であって，この「思

恵」に授かるど ζ ろの状態ではなかったく19世帯巴アイルランド農民り多散にとっ Cは，飢鵡的状

態が常であった〕。しかも， この権利が行使されてテナント ライトが売られるばあいでさえ，

地主によるより高い地代=土地資本の利子が加算さtしる地代目うえに，高いテナント ライト価

格の宝払いが，新規借地入に強制されるりであって，総じて， ζの「恩恵」は，零細な農民が相

互に首をしめ合う， ，小農の日しめく『イシグランドの植民地』にまことにふさわしいやり方」

(椎名重明，向上，且9頁〉なのであった，

却〉 農民数百万人は G.S. Lefevre， Agrarian Tenures， 18!::13， pp四一102 より推定したもの

である。 ルフェ ヴルは， 1880年代田アイルランド農業従事者として，①「特別な事業家 a
special class of pe即 nsengaged in the bosinessJ，③「借地農業家 tenantfarmersJ (3~，削 3

農場)， @ i借地農 tenantJ(208，配0農場，平均30エ カー)， ④ i'J、借地農 smalltenantJ 
(365，0朗人，多数回コツアィアを含む)， @ i農栗労醐者 agriculturallabourersJ (143，80U人，

多数のヨッティアを含む〉を挙げているR 叩方の数字は，第三の「借地農」の全てがー農場を保

有しτレる農民であると世足したうえで，③，④，⑤の三つの階層を合計してだしたものであるー


